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 愛知県農業の概要

 県内各地域の主な農畜産物

全国有数の農業県です!
　自動車や機械などの製造業が盛んである一方で、農業産出
額は、全国８位（3,207億円）であり、全国有数の農業県で
もあります。
　農業の特色として、野菜や花きの産出額の割合が高く、これ
に果実を加えた園芸部門が全体の約６割を占めています。

大消費地が近い恵まれた条件！
　海抜0m地帯から700mの山間地域の多様な自然条件や名古
屋市などの大消費地が近いという地理的条件を生かし、それ
ぞれの地域で特色ある農業が営まれています。

農業産出額の全国順位

区分 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年農業産出額
（億円）

第1位 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 13,478

2 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島 鹿児島 5,438

3 茨城 茨城 茨城 茨城 茨城 4,571

4 千葉 千葉 宮崎 千葉 千葉 4,029

5 宮崎 熊本 熊本 熊本 熊本 3,757

6 熊本 宮崎 千葉 宮崎 宮崎 3,720

7 青森 青森 青森 青森 青森 3,466

8 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 3,207

9 栃木 栃木 栃木 栃木 岩手 2,975

10 岩手 岩手 岩手 長野 栃木 2,959

品目 産出額（億円）

米 265

野菜 1,083

果実 177

花き 563

畜産 1,047

その他 72

合計 3,207

野菜
34%

果実
5%

花き
18%

畜産
33%

米
8%

その他
2%

愛知県
3,207億円

農業産出額の作物別構成比（2023年）

（資料　生産農業所得統計）

あ い ち の 農 業 を 知 ろ う !



農業法人等
へ就職

独立･自営
就農
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情報収集・就農相談

就農への意志を固める

就農に向けたスケジュールを立てる

研修で技術や経営を身につける

就農計画を作成する

就農に必要なものを確保

農 業 経 営 の 開 始

　十分な情報収集を行い、「農業はどのようなもの

か」を知ることから始まります。疑問や分からない

ことがありましたら、まずは農起業支援ステーショ

ンに御相談ください。

　漠然としていた農業に対する「イメージ」と「現

実」とのギャップを埋めるためにも、「農業体験」

を行い、就農への決意を固めていきます。

　「独立して農業を始める」ということは、起業し

て「経営者になる」ことを意味します。決断の前に

深く考えましょう。農業法人等へ就職して農業に従

事する道もあります。

　農業法人等で働いた後、その経験を活かし独立・

自営就農する方法もあります。

　栽培（飼養）技術、農業機械の操作、経営管理な

ど、経営者として必須な技術や経営ノウハウを習得

しなければいけません。

　5 ～ 10年後までの農業経営の発展過程の姿をよ

り具体的に描くために、栽培や販売、資金などを

検討し、詳細な就農計画を立てていきます。

　住居や農業を始めるための農地·施設·農業機械、

当面の生活費を確保しなければなりません。

 一次相談窓口
● 農起業支援ステーション

 就農相談会（就農フェア）等へ
参加

❶ 技術の習得
❷ 農地の確保
❸ 資金の確保
❹ 農業機械･施設等の取得
❺ 販売方法
❻ 住居の確保
❼ 家族の理解

 農業体験、短期研修
● 農家・農業法人での体験研修
● 農業インターンシップ
● マッチング事業者が仲介する短期バイト

 長期研修
● 先進農家での長期研修
● 愛知県立農業大学校での研修
● 農業塾、公社等での研修

 就農計画作成
● 青年等就農計画
● 資金計画

  就農準備
　● 農地、住居の確保
　● 農業機械、施設等の取得
　● 制度資金等の利用
　● 部会、販売組織への加入

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

STEP 5

STEP 6
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　就農までに解決すべき課題を整理するとともに、

自身の目指す農業を明確にし、いつまでに、何をし

なければならないか考えておく必要があります。
就農に

必要な項目

就 農 ま で の 道 す じ
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情報収集・就農相談　【農起業支援ステーション】

就農への意志を固める

　新しく農業を始めるということは会社を立ち上げ、あなたが経営者となることです。

　何をつくり、どこへ、どのように売りたいか、農業経営ビジョンを明確にしていくために、多くの情報を集め、

イメージを固めることが就農への第一歩です。

　「愛知県の農業について教えてほしい」「農業を始めるには何が必要なの？」など、疑問や分からないことがあり

ましたら、まずは農起業支援ステーション（愛知県立農業大学校内）に御相談ください。

　農起業支援ステーションでの相談をとおして、就農地と品目が決まったら、県内８か所にある農起業支援セン

ター（県農林水産事務所農業改良普及課内）でより具体的な就農に向けた計画を検討することになります。

一次相談【STEP 1 〜 STEP 2】

二次相談【STEP 3 〜 STEP 6】

　農業に対する「イメージ」と「現実」とのギャップを埋めるためにも、まずは先輩農業者の話を聞いたり、実際に農

業体験をしましょう。本当に農業をやりたいのか、適性はあるかなどを確認しましょう。

　職業として農業を選択する前に、就農への心構えなどを

チェックしましょう。

就農相談のながれ

● 書籍・インターネットで調べる
● 新規就農の先輩農家に話を聞く

□　あなたのやる気は本物ですか？

□　家族の協力は得られましたか？

□　農業技術・知識を習得しましょう

□　自己資金を確保しておきましょう

□　地元(地域)との話し合いや交流を大切にしましょう

 農起業支援ステーションではどんなことをしているの？

●1 就農説明会では…
　● 就農までの道すじについて説明
　● 就農支援制度について説明

●2 個別相談では…
　● 技術習得のための研修の相談
　● 就農地・品目に関する相談
　● 個々の状況について相談

STEP 1

STEP 2

 情報収集の方法～就農先（場所）、品目、販売方法など～

● 地域内外の農家を視察する
● 周辺農家へ訪問、ベテラン農家の意見を聞く

就農地と品目が決まったら…

● 農起業支援ステーション
まずは就農ガイダンスを視聴
その後個別相談に進みます

● 農起業支援センター（県内８か所）
● 市町村、農業委員会、 ＪＡ等
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就農に向けたスケジュールを立てる　【農起業支援センター】

研修で技術や経営を身につける

● 先進農家・農業法人で学ぶ（長期研修）

　農業を開始し、経営者となるまでには、経営に必要な技術やノウハウを身につけるとともに、農地の確保、機

械・施設の取得、営農資金の用意等、就農までに必要な課題を整理し、十分な準備をすることが必要です。

　スケジュールを立てて、就農に必要な項目を計画的に準備しましょう。

　農業経営の基本は技術力です。良い商品をつくることが販売に繋がり、経営が安定します。研修を受けて、しっ

かりと栽培技術や経営ノウハウを習得しておく必要があります。

● 愛知県立農業大学校で学ぶ
《教育部農学科》
　２年間の全寮制による実践教育を基本として、一般教養や農業の基礎的・専門的教育を行っています。

《企画研修部》
　新規参入やＵターン、定年帰農などにより、新たに農業を始めようとする方などを対象として、基礎的
な農業知識及び技能を体系的に学べる研修を開講しています。

● 市町村等が実施する農業塾（担い手コース）等で学ぶ
　地域（産地）の担い手を確保するため、市町村やJA等が希望者を対象に、農業の基礎

知識や栽培技術を実践的に学ぶことができる「農業塾」を開講しています。本格的に

独立・自営就農をしたい人向けの担い手育成コースのほか、定年帰農者向け、産地直

売向け、家庭菜園向けなど様々なコースがあります。

 先進農家・農業法人研修の

● 研修は、ビジョン（やりたい農業）に合わせて、できるだけ就農希望地の近くで行うと良い。

● 栽培技術だけでなく、販売、複式簿記などの経営管理手法も学ぶ。

● 農業法人等での就業（雇用）経験も貴重です。（経営の実践が学べます。）

● �希望する品目の１サイクル　【播種～定植～栽培管理～収穫】　以上の実務研修を研修機関や
先進農家等で受けることが望ましい。一般的には、1 〜 2年程度が必要です。

 就農に向けて準備が必要な項目
　　★ 技術の習得方法は？

　　★ 農地確保の目途は？　　

　　★ 資金確保の方法は？　　

研修名 対象者 研修の内容

ニューファーマーズ研修
愛知県内で就農５年後に農業所得
250万円以上を目指す
新規参入者、Ｕターン就農者

自己ほ場又は先進農家での実習940時間
農業大学校での講義約140時間

農業技術研修 離職者(失業者)
農業大学校での実技723時間、
学科207時間（週に５日）
主に露地野菜

STEP 3

STEP 4

ポイント

● 機械・施設等の取得は？
● 販売方法は？
● 住居の確保は？
● 家族の理解や地域住民との関わりは？

★★…新規就農者が特に苦労した課題
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　研修を終えるまでに、将来の農業経営目標と目標達成のための就農計画、資金計画等を作成します。品目、経営

規模、労働力、農地、機械・施設、資金調達などを検討し、自らの計画を作成しましょう。

　就農計画は、関係機関から就農支援を受ける際や就農支援制度（６ページ）を利用する際に必要となります。

農地の確保（農地を購入・借りるための主な条件と手続き）
　農地を購入したり、借りたりする場合は、必ず農地法や農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく

手続きが必要となりますので市町村農業委員会等に相談しましょう。

　農地法等では、農地の全てを効率的に利用すること、必要な農作業に常時従事すること、周辺の農地利

用に支障がないことなどの一定の要件を満たす必要があります。

　●農地中間管理事業（応募窓口は、農地中間管理機構、市町村、JA）
　　所有者等から借り受けた農地を、担い手（新規参入者も含む）に転貸する仕組みが活用できます。

 就農計画を作成するときの
●�経営規模（面積、頭羽数など）の目安は、品目ごとの経営指標を参

考にし、家族が生活できる所得（売上−経費）を上げられること。

●�当面（３年程度）の経営規模当たりの収益は、一般農家の５割
程度に見積もる。リスクに備え、できるだけ自己資金を準備
し、過剰な投資は絶対に避けましょう。

●�収量や販売価格は、農林水産省や各地の卸売市場のWebサイ
トで公開されている数値が参考になります。

● 新たに農業経営を営もうとする青年等で、以下に該当する方です。
❶ 青年（原則18歳以上45歳未満）

❷ 特定の知識・技能を有する中高年齢者（65歳未満）

❸ 上記の者が役員の過半数を占める法人

  農林水産省の統計情報
●「農業経営統計調査」（毎年） 

作目別品目別の経営内容
生産費

●「農業物価統計」（毎年）
肥料・農薬・機械の購入価格

●「農林業センサス」（5年ごと）
農業者数・農地面積など農業
構造全般

青年等就農計画の認定制度
　新たに農業を始める方が、今後５年間の経営目標などを記した「青年等就農計画」を作成し、経営を開

始しようとする市町村へ提出し、その計画が達成される見込みが確実であると判断されると市町村の認定

を受けます。これらの認定を受けた新規就農者（認定新規就農者）に対して重点的に支援を実施していく

ための制度です。

青年等就農計画の内容

青年等就農計画認定のメリット

● 経営開始に必要な機械・施設等を購入するための「青年等就農資金」の貸付対象者になります。

● 国の各種支援策を活用できます（その他要件あり）。

所得目標

総労働時間

250万円以上

2,000時間／人

青年等
就農計画

就農計画を作成する

就農に必要なものを確保

STEP 5

STEP 6

ポイント

経営の構想と目標（経営規模等）

目標達成に必要な措置（機械･施設等の導入計画など）

技術 ･ 技能の習得状況
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 農地確保の
● �農地を借りるためには、周囲の人々の信用を得て、その地域の一員として認められることが重要なポ

イントとなります。農家から農地を借りられるよう、地域との信頼関係を築くことが重要です。

● 農地とともに、出荷調製のための作業場、機械、農業資材などを置いておくスペースも必要です。

　就農には、①独立して自営の農業を始める（独立・自営就農）、②農業法人等に就職して従業員として

農業に携わる（雇用就農）、という2つの道があります。「雇用就農」で給与をもらいながら技術を身につ

け、生活を安定させた後に、独立就農する方法もあります。

❶ 就農希望地のハローワーク（公共職業安定所）で求職している農業法人等の情報を収集する。

❷ Ｗｅｂサイト「農業をはじめる.JP」で求人情報を収集する。

❸ 「新・農業人フェア」（農業法人等の合同会社説明会）等に参加し、直接会社の事業内容などを聞き、
相談する。

❹ 農起業支援ステーションの無料職業紹介事業を活用して求人している農家の情報を収集する。

新規就農者のための就農支援制度

　新たに農業経営を開始しようとする青年等に対し、農業経営を開始するために必要な長期資金（機械・

施設の整備資金、長期運転資金）を無利子で融資する資金です。

　次世代を担う農業者となることを志向する者に対し、就農前の研修期間（２年以内）の生活安定と就

農直後（３年以内）の経営確立に資する資金を交付します。詳しくは農林水産省ホームページを検索し

てください。

　就農後の経営発展のための機械や施設の導入時に融資を受けることを条件に事業費を補助します。（補

助条件、要件有り）詳しくは農林水産省ホームページを検索してください。

　その他新規就農者が活用できる支援制度については、農林水産省ホームページ等で情報収集してくだ

さい。

青年等就農資金

就農準備資金・経営開始資金

経営発展支援事業

貸付対象者
新たに農業経営を営もうとする青年等であって、市町村から青年等就農計画の認
定を受けた者（認定新規就農者）

資金使途

● 機械・施設の取得等
● 果樹などの新植・改植費、家畜の購入費及び育成費
● 農地の借地料や施設・機械のリース料等　※農地の取得は除く
● 経営開始に必要な資材費

取扱金融機関 株式会社 日本政策金融公庫、農協、信用金庫等の公庫業務受託金融機関

ポイント

 情報収集、希望する農業法人を探しましょう。

農業法人等への就職



アスパラガス部会

山口 泰裕さん

豊川市
就　　農　2024年
栽培品目　アスパラガス

ブドウ

経営面積　45a

JA愛知西なす協議会

寺澤 武宏さん

一宮市
就　　農　2024年
栽培品目　施設ナス
経営面積　9a

「就農したい!」という強い想いが大切
 就農のきっかけ

　工場で仕事をしていましたが、自分の考えで試行錯誤し、よりよいものを追求することができ
る農業に就くことをずっと夢みていました。子どもが自立するタイミングで、就農に向け踏み出
しました。

 就農にあたって苦労したこと
　当初、研修先や農地の確保の目途が立たず、途方に暮れました。また、自己資金も十分ではな
かったため、新規参入の難しさを痛感しました。

 就農して良かったこと·将来構想
　直売に来た子どもたちが、初収穫のブドウを「おいしかった
よ!!」と笑顔で話してくれました。「人を喜ばせること」にやりがい
と喜びを感じました。
　今後は新規参入者でも取り組みやすい簡易施設でのアスパラガス
栽培に挑戦し、仲間とともに地域の農業を盛り上げていきたいです。

 農業を目指す人へ
　「就農したい」という強い想いを持ち続け、そのことを周囲に発信しつつ、必死に取り組むこと
が大切です。そうすると支援してくれる人や協力してくれる仲間が増えていきます。

農業は感謝の気持ちと誠意
 就農のきっかけ

　私の経営理念は「採れたて野菜を消費者に提供する」です。会社に勤めている時に実家を離れ、
当たり前に食べていた祖母の採れたて野菜が美味しかったことに気付き、採れたて野菜を消費者
に届けられるようになりたいという思いの元、就農を決断しました。

 就農にあたって苦労したこと
　農地の確保に一番苦労しました。農協や研修先農家の方々に空きハウスの情報がないか相談し
たり、自分で空きハウスを探し土地の登記情報を調べて一人で交渉に伺って断られたりしまし
た。最終的には研修先農家の知人の空きハウスを借りて就農することができました。また、就農
までの研修期間中は収入がないため、生活費の確保にも苦労しました。就農を目指す方は研修期
間と販売収入が入るまでの間の生活費や経費を試算し、どのように確保するか計画すると良いと
思います。

 就農して良かったこと·将来構想
　子どもの幼稚園の迎えや夕食を一緒に食べられるようになったことで生活が充実したと感じてい
ます。また、私が所属する部会では一日おきの収穫が基本ですが、収穫サイズを調整することによ
り土日は収穫を行わず家族と過ごせるように工夫をしています。
　私のナス栽培は隔離ポット栽培をしています。土づくり期間
を省略してハウスを活用する期間を長くすることで経営的に効
率的と判断しました。しかし、夏の猛暑が想像以上に厳しく、
今後は、夏秋ナス栽培を導入することで年間を通して所得を確
保したいと考えています。

 農業を目指す人へ
　就農先や栽培作物を選ぶ基本的な考え方は、その土地にある部会の品目作物を選ぶことだと思
います。住みたい土地にある部会の中から品目を選択するか、逆に作りたい品目の部会がある地
域に住むイメージです。これは、販路・栽培知識・経験を享受することで経営が見通しやすいこ
とが理由です。
　また、研修を受けられる方は、栽培技術の習得とともに研修後に相談ができる方を見つけるこ
とも重要です。
　私は、理念をもって農業者になっていただきたいと思います。農業者になることが目標ではな
く、農業者となってでも成し遂げたい思いを理念に定めて一緒に農業界の発展に貢献しましょう。
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JAあいち海部
海部れんこん組合

松岡 昌樹さん

愛西市
就　　農　2022年
栽培品目　れんこん
経営面積　230a

JAあいち三河
幸田町いちご組合

山田 誠さん

幸田町
就　　農　2024年
栽培品目　イチゴ
経営面積　11a

れんこんで就農して
 就農のきっかけ

　学卒後就職していましたが、地元の愛西市で何か仕事をしたいと考えた時に、実家が兼業農家
だったので農業を職業にすることを決めました。品目に「れんこん」を選んだのは、地元の特産品
であり子どもの頃から身近にみてきた品目だったからです。

 就農にあたって苦労したこと
　鍬

く わ

による手掘りと水掘りを組み合わせて効率的な栽培管理を行うことを目指していました。し
かし、自己資金が不足していたので、手掘り用に自己所有のバックホー、トラクターなどは就農1
年後にJAから融資を受けて揃えました。その後に水掘りポンプを調達しましたが、就農直後は何
かとお金がかかるので、自己資金の必要性を強く感じました。また自分は兼業農家で農地が少な
かったため、栽培面積を拡大する必要がありましたが、自力で農地を探すことは難しく、先輩農
家やJAの協力を得ながら進めていきました。栽培面では手掘りと水掘りの組み合わせで効率化を
図ったのですが、４月～５月中旬頃まで、れんこんの収穫と並行して次作用の基肥投入やトラク
ターによる耕起、種れんこんの植え付け作業が重なるため結構忙しく大変なことが分かりました。

 就農して良かったこと·将来構想
　地域でも身近な農産物の「れんこん」を選んだので、JAの選果場に出荷して自分は栽培に専念
できます。また、地域の先輩農家のアドバイスなどを受けて営農ができます。そして自分で考え
て行動して、その結果品質の良いものが収穫できた時の感動はとても大きいです。将来は300a
以上の大規模な経営を目指したいと考えています。

 農業を目指す人へ
　農業は身体的に大変な作業もあったりして決して楽で
はありません。しかし、品質の良いれんこんを生産した
ときの「やりがい」も大きいです。幸い、自分は産地の年
齢の近い仲間と切磋琢磨して経営に取り組んでいます。
新しく就農を目指す方も、周囲の仲間と協力してみんな
で頑張りましょう ！ 

非農家からイチゴ農家へ
 就農のきっかけ

　元々、JAあいち三河の職員で金融業務を担当していました。営業として商品を販売する仕事に
携わる中で、「自分で何か生み出したい」という思いが強くなりました。その中で、愛知県立農業
大学校が開催する農業技術研修を知り受講しました。研修では様々な品目について学びましたが、
地域の主力品目であり、収益性の高いイチゴに魅力を感じ就農を決意し、JAあいち三河のいちご
塾で改めて技術を学び就農しました。

 就農にあたって苦労したこと
　資金の確保に苦労しました。非農家出身のため、農業に必要な道具や機械を一から揃える必要
がありました。
　就農するハウス探しも苦労しました。想像以上に条件に合うハウスが見つからず苦戦しました
が、研修先やJAにも協力してもらい、最終的に土耕栽培のハウスを見つけることができました。

 就農して良かったこと·将来構想
　大変なことも多いですが、自分の作ったイチゴを喜んでもらえると嬉しいです。
　現在、妻には会社勤めを続けてもらっていますが、早く収入
を安定させ、家族で経営したいです。

 農業を目指す人へ
　農業は決して楽な仕事ではないため、誰にでも気軽に勧めら
れるものではありませんが、努力した分だけ成果が返ってくる
仕事であり、大きなやりがいを感じられます。
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あいのいちご農園

稲葉 力三さん

常滑市
就　　農　2022年
栽培品目　イチゴ
経営面積　20a

JAあいち豊田
桃部会・梨部会

杉本 泰祐さん

豊田市
就　　農　2021年
栽培品目　モモ・ナシ
経営面積　140a

「お客様の喜び」がモットーのイチゴ農園
 就農のきっかけ

　料理人、サラリーマンの職を経た後、もともと食や農業に興味があったため、農業をやろうと
考えました。楽しくやれて、生活をしていくことができそうな品目は何か調べ、イチゴ農家にな
ることを決意。農業改良普及課との就農相談を通じて研修先を決めました。研修先の理解もあり、
最初の1年は土日にボランティア程度で始め、その後1年半ほどしっかりと研修を行いました。

 就農にあたって苦労したこと
　就農するタイミングと国の補助事業のスケジュールとが合わず、市の担当者には尽力してもら
いましたが、補助事業をうまく活用することができませんでした。その分「稼いでやろう!」と前
向きに捉え、原動力になりました。

 就農して良かったこと·将来構想
　毎日が遊びでチャレンジです。「お客様に寄り添った観光農園」をコンセプトにお客様に喜んで
もらいたい思いから接客対応に力を入れています。家族の理解・協力もあり、特にＳＮＳでの情
報発信は妻に任せており、毎日投稿しています。
　現在、夏の時期にメロン栽培に挑戦しており、今後はイチゴ
を中心にメロンやアボカド、イチジクなど多種多様なフルーツ
のある観光農園にしていきたいです。

 農業を目指す人へ
　最初から完璧（100％）を目指さなくてもいい。50％でも
60％でもいいので、まずは一度最後までやってみることが大
事。ちょっとずつ完成させていきましょう。

おいしい果物をつくり、人に笑顔を
 就農のきっかけ

　大学卒業後、事務職として勤務し、直接お客様の顔が浮かばず、目的ややりがいが持ちにくい
状態で仕事をしていました。近所にブドウ農家があり農業は身近な存在で、また自分の憧れの仕
事でした。今後どのような仕事をしていきたいか考えた際、自分もおいしい果物を作って食べて
もらい、食べてもらった人の笑顔を作れる仕事をしたいと思い就農を決意しました。

 就農にあたって苦労したこと
　ナシの早期成園化のため、ジョイント仕立てに取り組みました。地域にこの仕立て方の取組事
例がなく、自分で情報収集し管理を進めましたが失敗もあり苦労しました。
　モモの病気が発生しやすい畑があります。病斑のある枝の剪定や消毒をする等様々な対策をし
て苦労しました。病気は天候次第で増加する恐れがあるので、今後も注意深く観察していきます。
　他の農家に比べ圧倒的な経験の差があり苦労しました。知識は自分で勉強して得られますが、
経験（対応力）はやらない限り身に付きません。みなさんに追いつくため、日々努力します。

 就農して良かったこと·将来構想
　糖度が高い大玉の果実が出荷できたり、年々出荷量を増やせ
ていることが嬉しく達成感があります。今後、パートを増員し
作業や休憩できる施設を整備したいです。

 農業を目指す人へ
　研修中からしっかりと自分で考え、主体的に取り組むことが
独立・自営就農のためには大切だと思います。
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JA愛知東  トマト部会

千葉 秀二郎さん

千葉 彩真さん

新城市
就　　農　2020年
栽培品目　夏秋トマト
経営面積　22a

JA愛知みなみ
常春部会

山本 圭一さん

田原市
就　　農　2024年
栽培品目　キャベツ
経営面積　100a

冷涼な気候を活かした夏秋トマト栽培
 就農のきっかけ

　個人経営の仕事に関心を持っていたところ、東京で開催された「新・農業人フェア」に行き、新
城市の就農相談を受け、オンシーズンオフシーズンのはっきりした働き方、自分の努力した分が
自分に返ってくること、家族とできること、新城市の就農サポート体制の充実さと妻の勧めも
あったことから移住しての就農を決断しました。

 就農にあたって苦労したこと
　農業研修を受けて一通り教えてもらいましたが、就農時は農業を本当にやっていけるのか不安
だらけでした。新設したハウスが計画した仕様とは違っていて、予定された収穫量が確保できず、
計画した仕様に戻すために追加の工事が必要になりました。今まで都市部で暮らしていて近所付
き合いが希薄でしたが、農村部独特の濃厚な付き合い方への対処にも苦労しています。

 就農して良かったこと·将来構想
　情報交換ができるトマト生産者のつながりができたり、地域の方々に仲良くしてもらったりし
て充実した生活を送っています。オフシーズンは各地へ車で旅行したりして楽しんでいます。妻
が食品衛生責任者の資格を取得しているので、自家で収穫したトマトを活用した「自家製トマト
ジュース」の製造を考えています。

 農業を目指す人へ
　農業は、苗を植えて水をやれば自然に育って収穫できるとい
うような簡単な仕事ではなく、しっかり手をかける必要がある
ことを知ってほしい。年々、温暖化が進み、酷暑のなか過酷な
環境で作業しなければならず、就農前に過酷な環境での農作業
を経験しておき、覚悟を決めてほしい。就農についての情報収
集も大事であるが、移住したところの生活環境（不動産物件、
病院、保育所、学校、商店など）もしっかり調べておくことが
大切です。

苦労も多いが、やりがいも大きい!
 就農のきっかけ

　祖父が農家で実家周辺も農業が盛んだったため、子どもの頃から身近な存在でした。会社勤め
をしていましたが、農業への魅力を感じ続けていたところ、妻の実家が所有する農地を利用でき
ることとなり、チャンスを生かそうと就農しました。

 就農にあたって苦労したこと
　知り合いだった地元の農家の元で研修を受けることができ、また、農地や作業場などの経営資
産を親戚などから借りることができました。地域での人のつながりにより情報やサポートが得ら
れ、比較的スムーズに就農できました。

 就農して良かったこと·将来構想
　苦労も多いですが、自分の裁量と責任で計画・実行できることが魅力です。
　また、会社勤めの頃と違い通勤時間等がなく、家族と過ごす時間が増えました。
　また、頑張って育てた新鮮でおいしい野菜を家族(特に子どもたち)と食べるときは「就農してよ
かった」と感じます。
　将来はJA出荷の他、ネット販売にも取り組み、販路を拡大したいです。また、法人化を目指し
地域に貢献できる農業者になりたいです。

 農業を目指す人へ
　自分がやりたい農業の姿をしっかりとイメージすること。
　農地確保の目処をつけること。
　情報収集、技術や知識の習得など準備を怠らないこと。
　経営が軌道に乗るまでは経済的な苦労も大きいので、覚悟
を持って臨むこと。
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年間栽培体系 10a当たり所得 （万円）

品　目　名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間 粗収益 経 費 所 得

キャベツ
54.0 39.1 14.9

10a労働時間 9 9 8 9 8 0 2 5 14 3 7 8 82

スイートコーン
39.0 29.3 9.7

10a労働時間 0 0 15 7 2 19 20 0 0 0 0 0 63
：播種　 ：定植　 ：収穫

年間栽培体系 10a当たり所得 （万円）

品　目　名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間 粗収益 経 費 所 得

夏秋ナス
375 249 126

10a労働時間 7 63 30 125 221 246 246 192 42 12 1,184
：定植　 ：収穫
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モデル 1

モデル 2

キャベツ 130ａ＋スイートコーン 60a

夏秋ナス 20a

おすすめポイント

おすすめポイント

経営モデルの概要

経営モデルの概要

  キャベツは愛知で最も生産量の多い露地野菜 

  移植機を使うことで大規模栽培が可能 

  品種や作型を組み合わせて長期出荷が可能

  比較的少ない初期投資で始められる 

  小面積でも一定の所得が見込める 

  部会での共同出荷体制が整っており、販路が確保されている

  複数の地域に農業塾等の就農支援体制がある

①経営規模　キャベツ 130ａ＋スイートコーン 60ａ
※スイートコーンは直まき

②労 働 力　家族１人　臨時雇用なし

③主な機械　作業場、トラクター、ロータリー、サブソイラ、プラウ、
·施設装備　移植機、畝立機、管理機、動力噴霧器、スプリンクラー、

収穫台車、軽トラック

導入費用：1,200万円

④経営収支：粗収益:936万円　経費:684万円　所得:252万円

①経営規模　20a（購入苗利用）

②労 働 力　家族1人　臨時雇用が必要

③主な機械　トラクター、軽トラック、管理機、動力噴霧器、かん水装置、
·施設装備　刈払い機、防風ネット、作業場

導入費用：830万円

④経営収支　粗収益:750万円　経費:498万円　所得:252万円

主 要 な 営 農 モ デ ル
品目ごとの経営をイメージするために

市場出荷

市場出荷



年間栽培体系 10a当たり所得 （万円）

品　目　名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間 粗収益 経 費 所 得

レンコン（露地）
55 42.5 12.5

10a労働時間 15 10 10 10 10 5 5 10 15 15 20 20 145
：定植　 ：収穫　※共同選果利用前提

年間栽培体系 10a当たり所得 （万円）

品　目　名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間 粗収益 経 費 所 得

イチゴ
900 765 135

10a労働時間 187 175 229 196 215 72 88 84 89 82 86 97 1,600
：採苗　 ：定植　 ：収穫
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モデル 3

モデル 4

イチゴ 20a

レンコン 220a
おすすめポイント

おすすめポイント

経営モデルの概要

経営モデルの概要

あ�東海地区唯一の産地であり、消費地が近く安定出荷が見込める

あ�共同選果場があり、栽培管理に集中して農業経営を行うことが
できる

あ�JAあいち海部には「れんこん道場」があり、栽培技術習得や経営
研修·農地取得·補助金申請等の就農支援を受けることができる

あ�12月から5月まで収穫期間中は収穫·出荷調製の労力が大きく
かかるが、販売単価は安定している

あ�県内に研修体制を整備した地域が4か所あり、就農支援を受けやすい

  その他の地域でも受け入れに対して前向きである

  �パッキングセンターが利用できる地域があり、出荷調製作業が
省力化できる

①経営規模　220a（手掘り60a、水掘り140a、種20a） ※収穫面積は200a

②労 働 力　家族1人　雇用 0.4人

③主な機械　トラクター、軽トラック、運搬車、動力噴霧器、バックホー、
·施設装備　水掘りポンプ

導入費用：800万円 ※一部中古機械による導入とする

④経営収支　粗収益:1,100万円　経費:850万円　所得:250万円

①経営規模　23a（収穫ほ場 20a、育苗ほ場 3a）

②労 働 力　家族2人　臨時雇用（通年）

③主な機械　ビニルハウス 20a、高設栽培一式、軽トラック、予冷庫、
·施設装備　育苗圃場、暖房機等

導入費用：4,900万円
（収穫圃場に1/2補助を事業利用時の費用）

④経営収支　粗収益:1,800万円　経費:1,530万円　所得:270万円

市場出荷

市場出荷



年間栽培体系 10a当たり所得 （万円）

品　目　名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間 粗収益 経 費 所 得
アスパラガス

（5年目） 300 190 110
10a労働時間 98 39 138 128 97 194 194 193 175 108 2 2 1,368

キャベツ
54 42 12

10a労働時間 18 17 0 0 0 0 2 5 14 3 7 16 82
：播種　 ：定植　 ：切り戻し　 ：二重被覆　 ：ネット張り　 ：摘芯　 ：収穫

年間栽培体系 10a当たり所得 （万円）

品　目　名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間 粗収益 経 費 所 得

イチジク
189 110 79

10a労働時間 2 2 19 10 31 38 30 72 76 66 24 4 374
：せん定　 ：芽かき　 ：誘引　 ：収穫
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モデル 5

モデル 6

アスパラガス 20a＋キャベツ 30a

イチジク 25a

おすすめポイント

おすすめポイント

経営モデルの概要

経営モデルの概要

あ��アスパラガスは軽量な作物で重労働が少なく、年齢や体力に関係なく
取り組みやすい

あ�単価が高く長期間収穫できるため、補完作物として収入の分散化に有利

あ��アスパラガスは一度植えれば10年以上収穫し続けることが可能（ただ
し、定植2年目までは殆ど収穫物がなく、収量が安定するのは4年目以
降となる）※就農後2～3年は生活できる貯蓄が必要

あ��愛知の主要果樹で各地域に生産部会がある

あ��パッキングセンターが利用できる地域があり、出荷調製作業が
省力化できる

あ��露地栽培でも長期出荷が可能

①経営規模　アスパラガス 20a＋キャベツ 30a

②労 働 力　家族3人　臨時雇用なし

③主な機械　本ぽビニルハウス、育苗ハウス、トラクター、畝立機、管理機、
·施設装備　軽トラック、動力噴霧機、ユンボ（土作り（堆肥の投入）に必要）

導入費用：�900万円（本ぽハウスは中古ハウスを改修、及び賃借する。
農業機械は中古を購入する。）

④経営収支：粗収益:762万円　経費:506万円　所得:256万円

①経営規模　25a

②労 働 力　家族1人　（8月～ 10月）

③主な機械　動力噴霧器、軽トラック
·施設装備　導入費用：200万円

④経営収支　粗収益:473万円　経費:275万円　所得:198万円

市場出荷主体

市場出荷



年間栽培体系 10a当たり所得 （万円）

品　目　名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間 粗収益 経 費 所 得

モモ
110 99 11

10a労働時間 15 0 3 32 44 72 60 32 2 5 7 18 290

ナシ
143 99 44

10a労働時間 31 0 2 12 22 50 39 60 42 49 54 32 393
：摘果　 ：袋かけ　 ：収穫　 ：せん定

年間栽培体系 10a当たり所得 （万円）

品　目　名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 間 粗収益 経 費 所 得

露地ブドウ
176 122 54

10a労働時間 16 4 7 8 42 73 32 88 45 13 28 34 390

簡易ハウスブドウ
300 160 140

10a労働時間 16 37 11 32 98 73 44 98 7 13 28 34 491
：果穂整形　 ：摘粒　 ：袋かけ　 ：収穫　 ：せん定
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モデル 7

モデル 8

モモ 30a＋ナシ 50a

ブドウ 30a
おすすめポイント

おすすめポイント

経営モデルの概要

経営モデルの概要

あ�愛知の果樹では最も高単価

あ�愛知県内で優良な経営体が多い

あ�生産地が都市近郊に位置し、集客効果が高い

あ�モモとナシのリレーで長期出荷が可能

あ�共同出荷体制が整備されている

  各産地に生産部会があり、技術や経営のフォローが充実している

①経営規模　露地 20a　簡易ハウス 10a

②労 働 力　家族1人　臨時雇用（5月～ 9月）

③主な機械　ブドウ棚、簡易ハウス、スプリンクラー、直売所、運搬機、
·施設装備　スピードスプレイヤー、軽トラック、トラクター

導入費用：2,350万円 

④経営収支　粗収益:652万円　経費:404万円　所得:248万円

①経営規模　モモ 30a　ナシ（中生） 20a　ナシ（晩生） 30a

②労 働 力　家族1人　臨時雇用（5月～ 9月）

③主な機械　ナシ棚（中古）、作業場、トラクタ（中古）、軽トラック、
·施設装備　乗用草刈機、スピードスプレイヤー（中古）、

スプリンクラー（中古）

導入費用：2,020万円

④経営収支　粗収益:1,045万円　経費:792万円　所得:253万円

市場出荷

直 売



あいちで
農業を
はじめませんか

新しく農 業 を 始 め た い 人 の
就 農 マ ニュア ル

あいちで
農業を
はじめませんか

新しく農 業 を 始 め た い 人 の
就 農 マ ニュア ル

◆農起業支援ステーション
愛知県立農業大学校企画研修部就農企画科

〒444-0802 
岡崎市美合町字並松１－２
電話 0564-51-1034 （ダイヤルイン）
URL  https://www/pref.aichi.jp/soshiki/noudai/

新城設楽農林水産事務所
農業改良普及課

豊田加茂農林水産事務所
農業改良普及課

東三河農林水産事務所
農業改良普及課

東三河農林水産事務所
田原農業改良普及課

西三河農林水産事務所
農業改良普及課

知多農林水産事務所
農業改良普及課

海部農林水産事務所
農業改良普及課

尾張農林水産事務所
農業改良普及課

愛知県立農業大学校

農起業支援センター（県農林水産事務所農業改良普及課） 連絡先

◆尾張農起業支援センター
尾張農林水産事務所 農業改良普及課

〒460-0001 名古屋市中区三の丸二丁目6番1号
電話 052-961-8094（ダイヤルイン）

◆海部農起業支援センター
海部農林水産事務所 農業改良普及課

〒496-8532 津島市西柳原町1-14
電話 0567-55-7611（ダイヤルイン）

◆知多農起業支援センター
知多農林水産事務所 農業改良普及課

〒475-0903 半田市出口町1-36
電話 0569-21-8111（代表）

◆西三河農起業支援センター
西三河農林水産事務所 農業改良普及課

〒446-0066 安城市池浦町境目１
電話 0566-76-2400（ダイヤルイン）

◆豊田加茂農起業支援センター
豊田加茂農林水産事務所 農業改良普及課

〒471-8566 豊田市元城町4-45
電話 0565-32-7509（ダイヤルイン）

◆新城設楽農起業支援センター
新城設楽農林水産事務所 農業改良普及課

〒441-1365 新城市石名号20-1
電話 0536-23-2172（ダイヤルイン）

◆東三河農起業支援センター
東三河農林水産事務所 農業改良普及課

〒440-0806 豊橋市八町通5丁目4
電話 0532-35-6550（ダイヤルイン）

◆田原農起業支援センター
東三河農林水産事務所 田原農業改良普及課

〒441-3427 田原市加治町南恩中7-5
電話 0531-22-0381（ダイヤルイン）

名　称 連絡先

◆愛知県農業水産局農政部農業経営課

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目1番2号
愛知県庁西庁舎４階
電話 052-954-6409 （ダイヤルイン）
URL　https://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/

◆一般社団法人 愛知県農業会議

〒460-0001 名古屋市中区三の丸二丁目6番1号
愛知県三の丸庁舎８階
電話 052-962-2841
URL　http://www.nougyoukaigi.or.jp/

◆公益財団法人 愛知県農業振興基金
　「愛知県農地中間管理機構」

〒460-0003 名古屋市中区錦三丁目3番8号
JAあいちビル西館１階
電話 052-951-3288
URL　https://aichinoshinki.or.jp/

◆JA愛知中央会 営農・くらし支援部
〒460-0003 名古屋市中区錦三丁目3番8号
JAあいちビル12階
電話 052-951-6944

県・関係機関

相談は予約制です。

発行：農起業支援ステーション（愛知県立農業大学校　企画研修部就農企画科）
2026年3月

「令和7年度農業経営·就農サポート推進事業」により作成

就 農 相 談 窓 口


